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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 3,995 3.4 △775 － △806 － △653 －

2023年３月期第１四半期 3,862 △26.0 △697 － △688 － △666 －

（注）包括利益 2024年３月期第１四半期 △636百万円（－％） 2023年３月期第１四半期 △650百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 △501.83 －

2023年３月期第１四半期 △512.78 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 20,308 5,940 22.2

2023年３月期 21,633 6,584 23.6

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 4,499百万円 2023年３月期 5,097百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 －

2024年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 9,600 15.6 △760 － △780 － △630 － △484.14

通期 26,400 15.1 500 － 460 － 200 － 153.69

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 1,470,000株 2023年３月期 1,470,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 168,719株 2023年３月期 168,719株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 1,301,281株 2023年３月期１Ｑ 1,300,197株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



頁

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

(1) 経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………………… 2

(2) 財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………………… 2

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 3

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 7

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 7

３．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

大井電気㈱（6822）2024年３月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症防止策による行動制限が徐々に緩

和され経済社会活動が正常化に向かっているものの、ウクライナ情勢の長期化や世界的な金融引き締め等を背景と

した世界経済の減速懸念、原材料価格の高止まりや円安を背景とした物価の上昇の影響等により、経済動向は依然

として先行き不透明な状況にあります。

　当社グループをとりまく市場動向につきましては、第５世代移動通信システム（５Ｇ）の普及や企業のＤＸ投資

等を背景としたデータトラヒックの増大、ＩｏＴデバイスの急速な普及、2025年以降の次世代スマートメーターシ

ステム導入に向けた市場の拡大等により、当社のビジネス参入・拡大の機会が見込まれております。

　このような状況下、当社グループにおいては、世界的な供給不足及び部材調達問題等の長期化を受け、特に情報

通信機器製造販売において、一部製品の受注、売上に遅延が継続しており、比較的入手が容易な部材への切り替

え、そのために必要な再開発・再設計の実施、調達先拡大によるマルチソース化の一層の推進等の対応を継続して

おります。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、ネットワーク工事保守が減少したものの、

情報通信機器製造販売が増加したため、39億95百万円（前年同期比3.4％増）となりました。

　損益につきましては、ネットワーク工事保守の売上減少を情報通信機器製造販売の伸びでカバーしきれず、営業

損益は７億75百万円の損失（前年同期比78百万円損失増）、経常損益は８億６百万円の損失（前年同期比１億18百

万円損失増）、親会社株主に帰属する四半期純損益は６億53百万円の損失（前年同期比13百万円損失減）となりま

した。

　以下、セグメントの概況をご報告いたします。

〔情報通信機器製造販売〕

　電力スマートメータ向け通信機器を中心としたIoT関連装置事業の売上が増加したため、売上高は前年同期よ

り23.5％増の20億97百万円となりました。セグメント損益につきましては、５億61百万円の損失（前年同期比62

百万円損失減）となりました。

〔ネットワーク工事保守〕

　通信線路工事・保守事業および基地局工事事業の売上が減少したため、売上高は前年同期より12.3％減の18億

97百万円となりました。セグメント損益につきましては、売上の減少に伴い２億49百万円の損失（前年同期比１

億56百万円損失増）となりました。

(2) 財政状態に関する説明

（資　産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ13億24百万円減少し203億８百万

円となりました。これは主に、仕掛品が12億75百万円増加、現金及び預金が７億60百万円増加、原材料及び貯蔵品

が１億54百万円増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が37億２百万円減少したことによります。

（負　債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ６億81百万円減少し143億67百万

円となりました。これは主に、流動負債その他が１億98百万円増加したものの、未払金が４億27百万円減少、賞与

引当金が２億94百万円減少したことによります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ６億43百万円減少し59億40百万

円となりました。これは主に、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純損失６億53百万円の計上により減少し

たことによります。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは、事業の関係から、情報通信機器、工事保守の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中して

いるため、第１四半期から第３四半期における各連結会計期間の売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が多くなるといった季節的変動があります。

　連結予想につきましては、2023年５月12日の決算短信で公表した第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に

変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,123,514 2,884,273

受取手形、売掛金及び契約資産 6,254,730 2,552,458

電子記録債権 325,708 411,942

商品及び製品 1,261,879 1,151,303

仕掛品 4,778,000 6,053,369

原材料及び貯蔵品 1,971,738 2,125,931

その他 137,476 264,670

貸倒引当金 △2,710 △1,126

流動資産合計 16,850,338 15,442,823

固定資産

有形固定資産 2,805,940 2,750,571

無形固定資産 640,621 673,787

投資その他の資産

その他 1,337,100 1,441,886

貸倒引当金 △704 △704

投資その他の資産合計 1,336,395 1,441,181

固定資産合計 4,782,958 4,865,541

資産合計 21,633,296 20,308,364

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,030,482 2,057,433

電子記録債務 44,523 56,723

短期借入金 6,530,000 6,530,000

１年内返済予定の長期借入金 80,080 65,683

未払金 1,054,208 626,493

未払法人税等 82,847 15,991

未払消費税等 148,488 58,425

賞与引当金 569,948 275,587

役員賞与引当金 10,380 －

工事損失引当金 375,128 386,472

資産除去債務 681 681

その他 517,576 716,366

流動負債合計 11,444,345 10,789,856

固定負債

長期借入金 503,110 489,421

役員退職慰労引当金 27,173 23,663

退職給付に係る負債 2,883,498 2,871,685

資産除去債務 84,781 84,781

その他 105,736 108,028

固定負債合計 3,604,299 3,577,579

負債合計 15,048,645 14,367,436

純資産の部

株主資本

資本金 2,708,389 2,708,389

資本剰余金 1,401,317 1,401,317

利益剰余金 1,482,050 829,033

自己株式 △521,905 △521,905

株主資本合計 5,069,851 4,416,834

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 165,245 203,123

退職給付に係る調整累計額 △137,933 △120,861

その他の包括利益累計額合計 27,311 82,261

非支配株主持分 1,487,488 1,441,832

純資産合計 6,584,651 5,940,927

負債純資産合計 21,633,296 20,308,364
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 3,862,713 3,995,035

売上原価 3,427,924 3,517,795

売上総利益 434,789 477,240

販売費及び一般管理費 1,131,947 1,253,081

営業損失（△） △697,158 △775,841

営業外収益

受取利息 38 44

受取配当金 15,017 19,913

受取賃貸料 7,123 6,757

貸倒引当金戻入額 1,990 1,584

固定資産売却益 7,516 －

その他 8,304 7,620

営業外収益合計 39,991 35,920

営業外費用

支払利息 11,805 29,033

為替差損 16,275 36,089

その他 2,882 1,188

営業外費用合計 30,963 66,311

経常損失（△） △688,130 △806,233

特別利益

投資有価証券売却益 － 31,684

特別利益合計 － 31,684

税金等調整前四半期純損失（△） △688,130 △774,548

法人税等 △19,672 △76,617

四半期純損失（△） △668,457 △697,930

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,744 △44,913

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △666,713 △653,017

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純損失（△） △668,457 △697,930

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,621 40,854

退職給付に係る調整額 3,350 20,372

その他の包括利益合計 17,971 61,227

四半期包括利益 △650,485 △636,703

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △653,953 △598,067

非支配株主に係る四半期包括利益 3,467 △38,635

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：千円）

報告セグメント

合計情報通信機器
製造販売

ネットワーク
工事保守

売上高

外部顧客への売上高 1,698,598 2,164,114 3,862,713

セグメント間の内部売上高又は振替高 36,128 73,979 110,108

計 1,734,727 2,238,093 3,972,821

セグメント損失（△） △623,323 △93,614 △716,937

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △716,937

セグメント間取引消去 19,779

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △697,158

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計情報通信機器
製造販売

ネットワーク
工事保守

売上高

外部顧客への売上高 2,097,347 1,897,687 3,995,035

セグメント間の内部売上高又は振替高 28,945 67,874 96,819

計 2,126,293 1,965,561 4,091,855

セグメント損失（△） △561,174 △249,672 △810,846

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △810,846

セグメント間取引消去 35,004

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △775,841

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、情報通信機器製造販売において部材長納期化問題の影響を強く受けております。そのため、生産に

必要な一部主要部材確保の目処が立たないこと等により生産活動が停滞し、売上が大幅に減少した結果、２期連続で営

業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、当第１四半期連結累計期間においても営業損失を計上してお

ります。

　このような厳しい外部環境が今後も当社グループの事業へ多大な影響を与えることが予想され、当社グループについ

て、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しております。

　このような状況に対して、当社グループは当該事象又は状況を解消又は改善するため、重要な大型受注案件の確実な

売上確保、増加コストの販売価格への転嫁や人件費・経費等のコスト削減の推進を中心とした収益基盤の施策実行に加

え、部材在庫の適正管理により資産効率を高める等の財務基盤の健全化施策を推進し、取引先金融機関とも緊密な関係

を維持しております。

　当第１四半期連結累計期間の受注及び売上については堅調に推移し、また、販売価格の引き上げについて既に一部を

実現しております。コスト削減については、費用支出及び支払い状況の厳格な管理を継続しております。財務基盤の健

全化施策については、月次の管理を一層強化し、社内外において適切な情報共有を図っております。

　これらの諸施策の実施により、当社グループにおいて、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判

断しております。
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